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キーワード 

下水や都市河川の微生物生態学，薬剤耐性細菌の動

態，遺伝子水平伝播，水銀耐性細菌，生物多様性と

生態系機能 
Mercury resistance bacteria, Biodiversity and Ecological 
function, Horizontal Gene Transfer, Microbial flora and 
Combined Sewer Overflow (CSO), Genetically Modified 
Organisms and The Cartagena Protocol on Biosafety. 
 
研究内容 
［１］環境浄化に寄与する細菌の分離と 
 水銀耐性遺伝子の水平伝播現象の解明 
・ 自然界には，有害重金属である水銀に耐性を示す

「水銀耐性細菌」が存在する． 
・ 特に環境中での生残性に長けた，芽胞形成水銀耐

性細菌を対象に，遺伝子構造や地理的分布などを
調べている． 

・ 微生物を用いて水銀汚染を浄化する技術の基礎
理論確立を目指している. 

・ 水銀耐性遺伝子が可動遺伝子（トランスポゾン）
構造を持つことに着目し，汚染地域の細菌群集に
水銀耐性遺伝子を伝播させる「分子育種法」を検
討している． 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

同一遺伝子を持つ水銀耐性細菌の世界的分布 
 
［２］生物多様性の損失が生態系機能に及ぼす 

  影響を評価できる手法の検討 
・ 生物多様性の損失が生態系機能の損失を招くこ

とは知られているが，多様性と機能の関係性につ
いての定量的な評価はほとんどおこなわれてい
ない． 

・ このように生物多様性の保全においては，化学物
質のような定量的な閾値を決める事が困難であ
り，利害を調整するための定量的なルールづくり
を進展させにくい原因となっている． 

・ そこで世代時間の早い微生物群集をモデル生物
群集として用い，生物多様性の減少と生態系機能
の関係性について実験的に検討している. 

［３］下水の微生物生態系と薬剤耐性細菌の動態 
 

・ 下水中では独自の微生物生態系が構成されてい   
るが，その生態系構築過程は知られていない． 

・ 下水における薬剤耐性細菌の動態を明らかにし， 
下水越流が都市河川の水質に及ぼす影響と， 

 近年完成した「平成の太閤下水」による改善効  
 果を評価する調査を実施した．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
大雨時の下水越流の様子 
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